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　金属工作機械は２桁成長が継続、２００億
円の大台を突破した前期をさらに上回る水準
となった。金型は４期振りに増加に転じ、今
後の動向に注目。パルプ及び製紙機械、プラ
スチック加工機械は２期連続して１０％程度
の伸率を確保。
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　８月～１０月の県内新設住宅着工戸数は大幅
に落ち込み、９期振りのマイナスとなった。建
築基準法改正の影響が大きいが、対策の効果が
出始め、混乱は時間をかけながらも徐々に収束
する見通し。製材用素材価格にもその影響が及
んでおり、住宅着工戸数の推移を注視する必要
がある。
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　主力のピアノは、生産、販売ともに前年並み
で推移。電子楽器類は電気・電子ピアノ、電子
キーボードは引き続き順調。電子オルガンは端
境期の兆候を見せる。

　秋季の観光宿泊客数は、９月は前年比増加と

なったが、１０月以降減少傾向で推移。年末年

始の予約状況（１２月中旬時点）は、　　　　

１２／２９～１／２、および１／４で「満室」

「ほぼ満室」とする宿泊施設が多い。なお、　

０６年度の伊豆地区の宿泊客数は前年度比　　

２．２％増で、５年ぶりに増加。

　ツナ缶はマグロ・カツオ共に欧米での需要増
加から原料確保が難しく、生産は縮小傾向。野
菜缶ではエタノール向けの需要からとうもろこ
し価格が上昇したため生産量は減少。飲料缶類
ではミネラルウォーターが堅調だが、全体とし
ては横這いで推移。

　８～１０月の静岡県主要漁港の水揚量は漁獲
制限の影響や不漁でマグロ、カツオ共に大幅に
減少し、全体としても前年比マイナス。水揚量
の大幅な減少に伴い水揚高も減少。

　古紙の国内価格は高値水準で推移。家庭紙の

小売価格は上昇基調も、原料古紙の急騰などか

ら、採算改善への効果は限定的とみられ、県内

中堅メーカーは来年からの価格再引上げを表明。

段ボール原紙は９月に価格引上げを実施したが、

同じく原料古紙の高騰が続き、値上げの効果は

限定的とみられる。

　　０７年１０月を中心とする県内経済の動向は、個人消費は概ね横ば

いで推移し、設備投資に鈍化の兆しがみえるものの、企業の生産面は

好調を維持している。雇用面も有効求人倍率が７ヵ月連続して１．２

倍台となるなど堅調に推移している。このように、県内経済は、需要

面は概ね横ばいであるが、生産面・雇用面は堅調であり、全体として

緩やかに回復の動きを続けている。
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　７月～９月の遠州地域の二輪車生産台数は、
国内向けが増加したが、主力の輸出向けが米国
のサブプライム問題の影響で減少。一方、自動
車生産は輸出向けを中心に堅調に推移ししてい
るが、自動車部品メーカーは原材料高などから
利益水準が操業度に比して上がらない状況が続
く。
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《産業別天気マークの推移》
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